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供する情報の内容や方法（Fesenmaier and Stewart 1993；Sheldon 1993），訪問側のニーズの分析
（Tierney 1993）などが主流だった。2000年以降に，TICを円滑に運営するためのボランティア活用法に
関する研究（Jago and Deery 2002；Anderson and Cairncross 2005；Holmes and Smith 2009；松村 et al 









（Fallon and Kriwoken 2003：294）。この研究は，地域行政，州行政，デザイナー，観光産業，観光客の
いずれもが，同 TIC開発や支援にコミュニティの参加が重要と認識していることも明らかにした
（Fallon and Kriwoken 2003：296）。しかし，実際には州政府が TIC設立を官僚政治の実践の場として捉
え，多くの局面で反対するかもしれない地元コミュニティの参加を望んでいない現実に言及し，TICが
コミュニティの所有意識，信頼，推薦を育むものであるように政治的な領域と地元コミュニティについ
ても考慮しなければならないと示唆している（Fallon and Kriwoken 2003：300）。この事例研究は，地
元コミュニティが TICのデザインや運営に参加することを奨励喚起することの重要性を強調し，その
理由として「究極的には，コミュニティの集団が TICにとって推薦的，文化的，社会的な誠実さをも

































































出し，国会の承認を得て，政府観光庁 （BTA, British Tourist Authority） を主幹にして，イングランド観
光局 （ETB, English Tourist Board），スコットランド観光局 （STB, Scottish Tourist Board），ウェールズ

































































































阪南論集　人文・自然科学編（前田弘教授追悼） Vol. 47 No. 2
60






















る人々の中から，町のベッド＆ブレックファースト民宿 （Bed & Breakfast, 略称 B＆ B） の経営者３人
とウールステープラーズ・ホールの所有者の４人によってカムデン宿泊施設プロバイダー （Campden 
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